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１ 波田地区の紹介 

概 要 

波田地区は、中世は波多郷といわれ、大野牧（大和朝廷が養馬を目的として作った牧場）の一部に属して

いたとされている。江戸時代は上波多村・下波多村・三溝村に分かれていた。明治７年に三村が合併し波多

村が誕生した。昭和８年には、村の平和と水田の豊かさを希求して波田村となる。その後の人口増加と町制

を敷く体制が整い、昭和４８年に波田町となる。平成２２年３月に松本市と合併し現在に至っている。  
波田地区は、面積５９.４２㎢、西側に主峰の鉢盛山を抱える山間地域が８０％近くを占めている。その北

東には標高９００ｍから６００ｍ台の傾斜地が広がり、自然が作り出した河岸段丘と扇状地で形成されてお

り、居住地区や耕作地となっている。北側には梓川が流れ、西側には黒川渓谷があり、下流域に豊かな水資

源を供給している。 

 
波田地区全景 

居住地区には、国道１５８号とアルピコ交通上高地線が東西に走り、松本市役所波田支所、公民館、市立

病院、保育園・学校関係、文化・体育施設、介護・福祉施設など、多くの公共施設を擁し、居住者にとって

安心・安全で、心豊かな生活ができる地区となっている。 
 

 
 国道１５８号とアルピコ交通上高地線 松本市役所波田支所 
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耕作地には早くから灌漑用堰が開削され、稲作が主体となってきた。現在も梓川頭首工で取水された水が、

上海渡分水工で右岸幹線・波田堰・左岸幹線に分けられ、松本平西部地域にのどかな田園風景を作り出して

いる。また、扇状地が作り出した豊穣な土質と土地柄による温度の寒暖差に恵まれているため、古くは養蚕

用の桑や国土緑化計画をささえた苗木を、近年ではスイカ・リンゴなど多くの特産品を生産している。  

 
 
豊かな自然の恵みと歴史を基盤とし、教育、文化、医療、社会福祉に多くの資財を投入してきており、子

どもからお年寄りまでしあわせに暮らせる「まほろば」の地区となることを目指している。 
 

人口と世帯数の動態

項 目 明治７年 昭和８年 昭和４８年 平成２２年３月 平成２７年２月

波多村誕生 波田村に変更 波田町となる 松本市と合併 現在に至る

合計

人口（人） 男 ―

女 ―

高齢化率（％） ― ― ―

世帯数（戸）

就業者の動態

項 目 昭和４８年 平成２２年３月

第１次産業

就業者（％） 第２次産業

第３次産業

 

就業者の構成が、第1次産業（農

林業など）から第3次産業（通信、

金融、運輸、サービス業など）へ

と移行し急速に変化している。 
 

松本市立病院 

梓川頭首工

 

波田中学校 

スイカ畑と集出荷施設 
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２ 自 然

広がる二つの扇と河岸段丘 

波田地区は、松本盆地の西部で梓川右岸に位置する。

最高地点は、木祖村・朝日村と接する鉢盛山の２４４７m（国土地理院 2014.3.26 閲覧）であり、北側には

北アルプス槍ヶ岳を起点にした梓川が流れている。

太古の時代、梓川は松本盆地まで流れ下ると、ここに大扇状地を形成した。そして、その後の地殻変動と梓

川による浸食によって、４段の河

岸段丘が形成された。

それらは、下の段から押
おし

出面
で め ん

、

上海
かみがい

渡面
と め ん

、森口面、波田面で、３

つの高く急な崖をはっきりと見る

ことができる。

波田面の上部には、唐沢川と中

沢によって形成された２つ目の扇

状地 中下原～下原 がある。

波田面と森口面には、波田ロー

ム層と呼ばれる乗鞍岳の数千年前

の活動による火山灰土が広がって

いる。

地区の８割は山地で、集落や耕

作地があるのは梓川及び唐沢川と

中沢がつくる２つの扇状地上の海

抜約６００m から９００m 台の地

域である。

気候

気候は、夏と冬及び夜と昼の気温差が大きく、降水量が少ない内

陸性 中央高地式 気候である。降水量は年間で１１００mm程度であ

るが、標高が高いこと、北向き斜面であること、飛騨山脈から吹き

降ろす北風（アルプスおろし）などにより、旧市街地域に比べ、気

温が若干低く、降水量は若干多い。

自然災害

忘れてはならない自然災害のひとつに、昭和５８年（1983
年）９月２８日の台風１０号による土砂災害がある。雨量は

１日で３００mm に達し、中沢の氾濫により１１区の住宅が

土砂に埋もれた。同じ頃、赤松地区でも土砂崩れが発生し、ア

ルピコ交通（当時松本電鉄）上高地線が土砂に埋もれた。

現在、中沢上流には砂防ダムができ、上高地線は新島々（旧

赤松駅）から島々間が廃線となっている。

もうひとつは、平成１２年（2000 年）７月４日、５日の雹
ひょう

害である。４日には大豆大、５日には最大でゴルフボール大の

雹が、約３０分にわたり降り続き、地面が真っ白になった。

これにより、収穫を控えたスイカやリンゴが壊滅的な被害を

受けたほか、窓ガラスが割れるなどの被害もあった。
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拓きたる親の力

雨が少ない上に水はけが良い扇状地は、稲作に
は不向きな土地であった。しかし、古くから梓川

の水を利用する和田堰・波田堰・黒川堰等の開削
が行われ、１９世紀後半には、広く稲作が行われ
ていた。
扇頂部に位置する中下原では苗木生産の歴史

が古く、カラマツ、アカマツ、スギ、ヒノキの苗
木を、国内各地をはじめ海外へも出荷していた。

下原では水はけが良い土壌と寒暖差の大きい
気候を生かしたスイカ栽培が行われ、全国的にも
有名である。また、リンゴやナガイモその他野菜
類の栽培にも波田地域の自然は適している。

豊かな生活用水

鉢盛山から北北東に伸びる尾根と北東に伸びる

尾根への降水を集めた川が黒川である。年間を通し

て水量が豊富な黒川を始め、男女沢・中沢の清水は、

波田地区の生活用水としても利用されている。

 
 

 
 
 

現在の松本市立病院は、昭和２３年に波田村に設けられた診療所が前身である。 
昭和２６年に増築工事を行い波田病院となった。 
昭和６１年に現在地に移転し波田総合病院となり、その後増改築を行い地域住民の健康を支えてきた。 
平成２２年の松本市との合併により松本市立病院と名称変更し西部地区基幹病院となっている。 

 
 
平成９年にオープン、健康づくり 

西部保健センター・デイサービスセ 
ンター・障がい者就労センター 
（友夢、アップル教室）、ＮＰＯ障 
がい児日中一時支援（シェイクハン 
ズひかり）などが併設されている。 
平成２３年より「福祉ひろば」が 

開設されている。 
近辺には、特別養護老人ホームち 
くまの・温心寮など福祉施設が多 
く集まっている。 

上海渡（車坂）地区の鉄道敷工事の様子

福祉ひろばの健康教室

福祉施設

３ 文化施設

市立病院

福祉センター

黒川渓谷
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文教施設  

  

育園・ひがし保育園・みつば保育園の 
４園がある。みつば保育園には、子育て支援センターの松本市波田こどもプラザが併設されている。 
波田小学校 
明治初期にできた三明学校・明智学校・至徳学校が始まりである。また、小学校松原分室(波田学院)の教育 

も担っている。 
波田中学校 
昭和２２年の学制改革により誕生した。また、中学校松原分校(波田学院)があり特別支援教育を行っている。 

信濃学園 
県唯一の福祉型障害児入所施設で長野県が設置し、県社会福祉事業団が指定管理者として運営している。

知的障がい児の生活及び養育の支援をしている。 
波田学院 
社会的不適応等生活指導などを要する児童・生徒が入所しており、自立に向けた、支援を行っている。 

梓川高等学校 
旧西部農学校と旧南安曇農蚕学校が前身で、昭和２４年に統合し２７年に県立移管した高等学校である。 

 
上高地線 
 
 
 

地区に広がる文教ゾーン

波田小学校

梓川高等学校

文教施設として、地区内には保育

園・小学校・中学校・高等学校まで

がそろっており、多くの卒業生を輩

出してきた。 
ほとんどの子どもたちが小学校、

中学校時代を一緒に過ごし、未来を

背負う若者が、勉学やスポーツに励

んでいる。 

波田地区と松本市中心地を

結ぶ大動脈として、地域社会の

発展に寄与してきた。 
大正１０年に新村の上條信

氏により敷設され、筑摩鉄道と

して松本駅から新村駅間が開

通、翌大正１１年島々駅まで延

伸し、筑摩電気鉄道として営業

を始めた。 

保育園

昭和２６年安養寺に開かれた託児所

が前身で、現在は渕東保育園・中央保

上海渡（車坂）地区の鉄道敷工事の様子

信濃学園

波田学院

波田中学校
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歴史文化施設 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

上海渡(車坂)地区の鉄道敷工事の様子

役場旧庁舎
大正１４年に建設された。当時と

してはモダンな洋風の建築物であ

り、波多村の象徴であった。 
サラダ街道西側の JA 敷地にあっ

たが、現庁舎建設後も解体せず、現

在地に移築された。 
現在一部は、５区町内会公民館とし

て使用されている。また二階部分は諸

資料保管場所として活用されている。

波多腰家住宅
波田堰を完成させた、波多腰六左

の生家である。 
母屋・納屋・蔵等は約２５０年前

に建築され、今は国登録有形文化財

になっている。 
また、市指定文化財の樹齢２００年

以上といわれる「岩手山梨」が屋敷内

にあり、この種としては最大級のもの

である。

旧島々駅 日本アルプス登山の拠点として

重要な役割を担っていたが、昭和

５８年の台風による土砂災害で、

上高地線赤松駅（現新島々駅）以

西が不通となり廃線となった。 
その後、駅舎は新島々駅前に移

築保存されている。 

官林のなごりを残す波田小学校松林 

官林赤松は小学校敷地内に当時

の面影を残している。

大正時代までは森口から渕東に

及ぶ広大な松林であった。

現存する松林の中には、樹齢

２００年を超す大木もある。

小学校松の緑を守る会や学校

PTAで大切に守っている。
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４ 産 業 
商工業の現況 
商業においては、波田地区の近隣に大型商業施設が進出し、後継者不足もあって、個人商店の廃業等が進

んでいる。 
また、工業においても受注先の海外進出が進み、操業維持、雇用の継続に腐心している状況が続いている。 

しかし、現在「地方創生」のもと、行政、商工会等の各種施策やコミュニティバス・地域循環バスによる買

い物弱者等への取り組みなどを行い、地域振興、地域の活性化を図っているところである。 

 
 

スイカの産地

波田地区は松本市西部の標高６００～９００ｍ台

に位置し、全国的に比べても長い日照時間を誇り、

昼夜の気温差が大きいため、糖度が高くシャリ感のあ

るスイカが生産され、市場から高い評価を得ている。

スイカ栽培は、昭和２０年代後半から、下原地区を

中心に始まり、昭和５７年に旧波田すいか共選所が完

成し、栽培面積が大幅に増えた。
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５ 歴史・民族祭事
波田地区には、波多神社・諏訪神社・三神社の三つの大きな神社があり、９月に行われるそれぞれの例大

祭では舞台
ぶ た い

（山車
だ し

）の曳航
え い こ う

や浦安の舞いが奉納され、多くの参拝者で賑わっている。

波多神社

上波田地籍にある神社で、社伝によれば神亀５年（ 年）頃に創建され、祭神は沙田神で、康治２年（

年）に熊野権現を勧請
かんじょう

し合祀
ご う し

したと伝えられている。現在地に移ったのは永正元年（ 年）である。

境内には樹齢８００年以上といわれる小楢
こ な ら

の大木があり、市指定の特別天然記念物になっている。

社 殿 上波田 本郷 の舞台 淵東の子ども神輿と樽神輿

諏訪神社

社 殿 浦安の舞いの奉納 中波田 手前 ・下波田 奥 の舞台

三 神 社

社 殿 修復された舞台 樽神輿

 

中波田地籍にある神社で、創建は貞観５年（ 年）で諏訪大社から勧請された。天治元年（ 年）

に槻井泉社
つ き い ず み し ゃ

と合殿、当初は神
かんの

洞
ほ ら

の竜胆
りゅうたん

清水付近にあったが、天正年間、水害に遭い現在地に遷座
せ ん ざ

された

と伝えられている。下波田の舞台は唐破風屋根に精巧な籠
か ご

彫
ぼ

りの立川流彫刻が嵌
は

め込まれ、中波田 中郷

の舞台は切妻屋根である。

 

森口地籍にある神社で、諏訪社・春日社・八幡社の三祭神を祀っている。例大祭には、平成１０年に山

形村小坂神社から譲り受けた舞台を修復し、百数十年ぶりに八幡太郎義家公の御神像を飾り曳航が復活し

たが、近年は舞台の曳航に代えて樽
た る

神輿
み こ し

が巡る。
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盛泉寺
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波多山城址・西光寺内城址

遺 跡

波田地区内には葦原
あ し は ら

遺跡・麻
お

神
か み

遺跡を含め、縄文及び弥生時代の遺跡が１７か所

確認されている。特に縄文中期後半の土器・石器などが多く出土している。

葦原遺跡は河岸段丘の森口面にあり、昭和３９年から昭和５４年まで１２次の発

掘調査が行われた。また、麻神遺跡は唐沢川の扇状地に位置し２回の緊急発掘調査が

行われ、この付近からは縄文人の顔立ちを現在に伝える完形土面が出土し東京国立博

物館に保管されている。

波田地区内には石仏、道祖神、石像、石碑など７３０体ほどの石造物が調査されている。

確認されている最古の碑は、室町時代中期、長禄２年（ 年）の若澤寺入口の参道脇にある供養碑

である。また、盛泉寺参道には寛永１２年（ 年）の「線
せ ん

彫
ぼ り

六地蔵」やパリでの拓本で有名になった

「線彫一石六地蔵」がある。石仏群として「下波田薬師堂・中波田新田・横町辻・上海渡」などに民間

信仰の代表的石碑が造立されている。

 

 

厨子内には現在も田村将軍の坐像
ざ ぞ う

が納められている。昭和２８年８月、国指定重要文化財に指定され、

上波田の阿弥陀堂敷地内に保存されている。若澤寺跡は地域の有志が｢史跡保存会｣をつくり保存活動をし

ている。 

波多山城は別名秋葉城とも呼ばれている。寛正３年（ 年）頃

に、守護小笠原氏の一門 櫛木
く し き

市
いちの

正一
か み か

俊
ずとし

が波多郷地頭になり、波多山

城と西光寺内城を築いた。飛騨・木曽方面の勢力や、対岸に拠点を構

えていた西牧氏に備え、子息 紀伊
き い

守
のかみ

政
ま さ

盛
も り

まで二代が在城したといわ

れている。また、西光寺内城は別名櫛
く し

木城
き じ ょ う

ともいわれ、櫛木氏の軍団

が常駐されたものと推定されている。現在、波多山城址までは遊歩道

が整備されている。

若澤寺は、奈良時代後期、天平勝宝年間（ ～ 年）に僧 行基

によって創建され、室町時代に山中の元寺場から水沢谷に下ったと

伝えられている。江戸時代には、壮大荘厳な伽藍
が ら ん

が整備されており、

多くの参詣者が訪れ「信濃日光」と呼ばれていた。明治初年の廃仏
は い ぶ つ

毀釈
き し ゃ く

により廃寺となり、多くの建物は取り壊されたり移築された。

若澤寺にあった田村堂は、室町時代後期の作と推定され、造立当初

は金箔が貼られ華麗な厨子
ず し

であったと想像される。

土 面 

若澤寺の全容 

若澤寺跡 

下波田薬師堂前の石仏群 六地蔵尊と線彫一石六地蔵尊（真中） 線彫六地蔵尊 

石 仏
 

波多山城址の全容 



11 

街 道

古くから越中・飛騨と信濃（松本）を結ぶ街道といわれる飛騨道・鎌倉街道・野麦街道が波田地区を通っ

ており、現在では道路位置が改変されながら国道１５８号になっている。

飛騨道・野麦街道は、富山湾で獲れたブリが塩加工され信濃へ運ばれた道であり、また、明治から大正に

かけて諏訪地方の製糸工場へ働きに行く女工が通行した道としても知られている。「鎌倉街道」は、鎌倉時代

に北陸の人々が鎌倉に至る道として往来したことからの呼称である。 

波田の偉人
臥 雲 辰 致

和 合 恒 男

波多腰 六左

大正・昭和時代の「農は国の本（基）」であるとする農本主義教育者である。明治

３４年（ 年）東筑摩郡本郷村横田（現松本市横田）に生まれ、昭和３年に波多

村の県有地、赤松林の中に私塾「瑞穂精舎」を設立し、塾長として昭和４年第１期

生を迎え「行学二道」を掲げ、実践教育を行う。

昭和６年には政治活動団体の「日本農民協会」を結成し、農本主義確立の運動を

行なう。和合恒男の思想的影響力は、雑誌「百姓」（後に「ひのもと」）の創刊を

通じて広く農民に及んでいった。

明治初期に「ガラ紡機（綿糸紡績機）」を発明した発明家である。天保１３年（

年）安曇野小田多井村（現安曇野市堀金）に生まれ、幼名は横山栄弥である。臥雲姓

は、２６歳の時から臥雲
が う ん

山孤峰院の住職をつとめたことに因む。３７歳の時、上波多

の川澄藤左の長女と結婚し、波多に居住しガラ紡機の製作に取り組む。明治６年に最

初のガラ紡を発明して以来、幾多の内国博覧会に出展し最高の栄誉賞を受賞した。

「臥雲式紡績機」は評判が高く、全国に普及していった。「ガラ紡機」の名は、運

転時に軽快に「ガラガラ」という音がすることから呼ばれるようになった。

波田堰を完成させたことで知られている。天保１０年（ 年）旧下波多村に生

まれ幼名を米次郎と称した。

元治元年（ 年）父に代わり下波多村の庄屋になった六左は、寛政時代に計画

した祖父や父の意志を受け継ぎ波田堰の開削に乗り出す。難色を示す松本藩や近隣諸
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明治１５年には、延長約８ ３ｋｍの波田堰を完成させ、２００ の開田を築いた。

現在波田堰は総延長３５ｋｍ、面積２８０ に及ぶ田園地帯を潤している。
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６ 地域活動 

私たちの住む波田をより住みやすく、心豊かな生活が送れる様さまざまな活動が活発に行われている。

学び続ける

波田地区の生涯学習は、『学びの共同体「波田」』というあい言葉のもと、「楽しむ、続ける、高め合う」を

目標としており、波田公民館を拠点に自分を磨く活動が活発に行われている。

クラブ数も１３０団体を数えその旺盛な意欲が波田の大きな力となっている。

毎年１０月末には、活動の成果発表のための地区文化祭があり、学習成果を発表し、次の新たな取り組み

に入っている。

ハーモニカを学んで１２年 ダンスを楽しく 文化祭の展示

楽しさを味わう

さいさい祭 福祉ひろば祭り

毎年７月末には、扇子田公園にて「さいさい祭」

が開催され各種イベントや多くの出店があり、数万

人の人出で賑わっている。

同時に波田地区と梓川地区共催の松本水輪花火

大会が実施されている。

同時に

 

１０月初めに福祉ひろば祭りが実施される。ひろ

ばを利用している団体を中心に出店や舞台発表が

行われ、大勢の皆さんが訪れている。年々賑わいが

増しており福祉の輪の拡がりがみられるようにな

ってきた。
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７ 子どもを支える  
波田の将来を担う子どもたちは、とても大切な財産である。子どもたちを支える活動や、生き生きと活動

する子どもたちの様子を紹介する。 

学校応援団 ８０余名が、子どもたちを多方面からサポートするため、様々な機会をとらえ活動している。

  
 

 
梓川での川遊び はんごう炊飯 

 
 

 
 
 

 

登下校の見守り  社会見学のサポート 学習支援 

子どもの育成  

子どもたちの健全な育成を目指して組織された「子ども会育成会」は、全町会が加盟している。 
 

キャリアスタートウィーク（職場体験）は連続 5 日

間、企業や商店、農家、福祉関係などのご協力により

実施されている。中学２年生がそれぞれの事業所で仕

事を体験し、「働く」とは何かを考える機会としている。 
 

住民有志のブナの会によって、夫婦堤音楽祭が桜

の咲く頃に合わせ開催されている。小学校・中学校・

高校の合唱部、吹奏楽部が参加し、会場いっぱいの

４００名程の住民との交流を楽しんでいる。 
 

職場体験  

夫婦堤音楽祭  

まが玉、ひも草履づくり 
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子どもを伸ばす 
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波田循環バス 
平成２４年度に、高齢社会が進

むなかで交通弱者を地域全体でお

互い様の精神で支え合い、安心し

て暮らせるまちづくりを目的とし

た「波田循環バス」が走り出した。 
経費は利用料と補助金で賄い、

実績を検討しながら、よりよい運

行を目指して４年目を迎えている。

平成２７年度からは、「波田まちづ

くり協議会」の一つの部会に移行

され、まちづくり協議会の事業と  
なった。  

 

波田まちづくり協議会 
平成２２年松本市に合併した頃から、今ま

での行政依存型から脱却していかないと地

域活動の行き詰まりや活力が失われてしま

うこと等が懸念され始めた。平成２４年の町

会連合会内でそのことが検討された。その結

果は、「地域課題や今後のまちづくりを進め

るためには、主体と成り得る住民組織が必要

である」であった。 
これを受けて１２月には地区内１７団体を

もって「（仮称）波田まちづくり協議会準備

会」が発足し、活動を開始した。 
 

 

大勢の皆さんに利用してもらうことを願っての出発式 

さいさい祭で、努力してつくった枝豆を販売 

「波田まちづくり協議会」設立総会にて 

８ 新しい動き 

足掛け３年、諸情勢・諸課題・事業・

組織運営等の検討を重ね、ようやく平成

２６年６月に３０団体の結束をもって、

まちづくり協議会が設立発足した。 
２年目からは、全体事業、各部会事業

が策定され、「顔が見えるまちづくりか

ら、顔を繋げる活動」へと一歩前に歩み

出した。運営した事業を振り返りながら

、より多くの住民に参加していただける

ような事業への充実が望まれる。 
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９ 住宅・道路事情 

住宅事情 
波田地区には国道１５８号、アルピコ交通上高地線、県道塩尻鍋割穂高線などが走り、交通の要衝に位置
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等に支障のないよう線引きされる

こととなった。 
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１０ 私の好きな波田

波田中学校３年 太田 温土

作成委員

氏 名 所 属 備 考 氏 名 所 属 備 考

波多腰 英 文 まちづくり協議会 委員長 市 川 進 学校応援団

柿 出 謙 二 町内公民館長会 副委員長 倉 谷 和 芳 農業協同組合

関 通 喜 まちづくり協議会 上 村 治 農業協同組合

川 手 弘 行 町会連合会 三 木 雅 博 波田小学校

若 狭 登志彦 町会連合会 大 月 晴 嗣 波田中学校

大 月 章 町内公民館長会 百 瀬 眞 治 波田公民館

中 野 悦 實 商工会 山 本 哲 仁 波田公民館

私たちの暮らす波田は、農産物など自然の恵みが豊かなところです。

春には雪解けとともに小さなふきのとうが芽を出し、そのうちにいた

るところで桜が咲き乱れます。

夏には、名産のスイカが収穫されます。

秋には、水田が一面に黄金色になり、稲の絨毯が見られます。畑には

りんごの実が膨らみ、紅葉の頃には、磨くと真っ赤に光るリンゴが収穫

されます。

そして、冬には一面真っ白な雪景色も見られます。

このように波田には、春夏秋冬、どの季節にも魅力があり、田畑の色

の変化が楽しめます。

空気が澄んでいて、水がきれいな波田は、とても住み心地の良いとこ

ろです。

これからも、この波田が美しい自然を残したまま、もっと魅力を増し、

誰もが暮らしやすいところであり続けて欲しいと思います。

小学校６年では、歴史の勉強をします。そのなかで、波田の歴史も

学習しました。波田では、土で作った縄文時代のお面が発見されたそ

うです。ぼくは波田の五千年前のことを知り、改めて波田のよさを見

直しました。まだ秘密が、たくさんありそうです。

上波田神社の御柱は、豊作と厄除けを祈念する伝統行事

です。ぼくたち、小学校４～６年生と地区の大人が中心

となって、１２月中旬から１月上旬に行います。ぼくは、

伝統あるこの地区の行事を大切にしていきたいです。

波田小学校６年 松尾 俊介

波田小学校６年 平林 大悟

御柱づくり
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